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発行・岩手町立石神の丘美術館 
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芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ   石神の丘から 78 

 

 

石神の丘美術館では、『写真と資料でみる 川口秋まつり復活三十年展』

を展示室で、『第 16回岩手町埋蔵文化財展』をホールで開催中です。 

 昨秋、復活 30年記念を迎えた川口秋祭りの大名行列に私は参加させてい

ただき、一生の思い出となりました。盛岡からも知人らが駆けつけてくれ、

「こんなに素晴らしいお祭りがあることを知らなかった」と驚いていまし

た。人口減少にともない、貴重な地域資源である民俗芸能が年々姿を消し

ていく傾向にあります。川口秋祭りを岩手町が一丸となって盛り上げてい

くことが今後の課題でしょう。この企画展がその一助になればと思ってい

ます。 

 岩手町で発掘される土器類も貴重な地域資源です。岩手県には縄文遺跡

がたくさんあり、珍しい土器も多数発掘されています。それらは御所野縄

文公園、岩手県立博物館、盛岡市遺跡の学び館などで展示されていますが、

ごく一部にすぎません。岩手町には残念ながら縄文土器などを常設展示す

る施設がありませんので、石神の丘美術館で毎年３月に展示しています。 

 縄文土器には考古学的な価値があるだけでなく、私たちの遠い祖先が持

っていた美意識を知ることもできます。「縄文の美」を再発見したのは、「芸

術は爆発だ」で知られる岡本太郎でした。 

 そもそも縄文土器は食物などの保存や煮炊きをするための道具でした。

その縄文土器に岡本は東北の旅で出会い、美を見出したのです。さらに岡

本は、花巻の鹿踊りに縄文の流れを感じ、縄文文化が現在の東北に根強く

息づいていると記しています。 

 このように縄文土器（と、縄文土器を生み、育んだ縄文文化）に接する

ことによって、私たちは「社会」、「歴史」、「美学」、「美術史」、さらには「家

庭科」なども学ぶことができるのです。この機会にぜひ縄文土器をご覧く

ださい。『川口秋まつり復活三十年展』、『第 16 回岩手町埋蔵文化財展』と

もに入館無料です。 



 

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

 

   

 

 

石神の丘ダブル丼 
3/11（金）より販売開始 

 

 

 

 

 

 

 

１日限定１５食 \1,000（税込） 

ブルーベリービーフカレー＆やまと豚ハ

ヤシのダブルがけに、やまと豚のミル

フィーユカツをのせた特別メニュー♪ 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

営業時間のお知らせ 
 

４月～１０月の道の駅｢石神の

丘｣各施設の営業時間をお知ら

せいたします。 

 

■産直施設／9:00～18:30 

■レストラン／10:30～19:00 

（ラストオーダーは 18:30） 

■茶屋っこ／9:00～17:00 

 

皆さまのご利用、

ご来場を心より

お待ちいたして

おります。 

歓送迎会・各種パーティー 

ご予約承ります 

レストラン石神の丘 0195-61-1602 

平成 28年度 展覧会スケジュール 

◇4/23(土)～6/5(日) 「企業コレクションによる近代洋画展」 
公益社団法人糖業協会が所蔵する日本近代洋画を紹介します。 

◇6/18(土)～7/24(日) 

「North Wind Project 小林志保子 杉本さやか たんのそのこ」 
岩手にゆかりのある若手女性美術家 3名によるグループ展。 

◇8/6(土)～9/11(日) 「北緯 40 度展」 
北緯 40 度の町の文化、風土、物産、郷土芸能などを岩手町が中心となり 

発信する博物館的展覧会。 

◇9/25(日)～11/6(日) 「眞壁廉 彫刻展」 
当館屋外展示場に設置している彫刻作品《ウミシカ》の作者である眞壁

廉（まかべ れん）さんの彫刻作品を紹介します。 

※展覧会タイトルは仮称です 会期･内容は都合により変更する場合があります 

＊＊３月の展覧会案内＊＊ 

会  期：２０１６年３月５日（土）～４月１０日（日） 

会  場：岩手町立石神の丘美術館 企画展示室・ホール 

開館時間：９:００～１７:００／休 館 日：毎週月曜日   《入場無料》 

【企画展示室】 

写真と資料でみる 

川口秋まつり復活三十年展  

その年の豊作を祝い、9 月下旬に行われる「川口秋まつり（豊城稲荷神

社例大祭）」。通称ドッコイとよばれる秋浦大名行列が先導し、神輿の渡御、

還御が行われます。あわせて神楽、きつね踊り、野原さんさ踊りなどの郷土

芸能、み組、下町山道組、井組と 3台の風流山車が奉納されます。 

「川口秋まつり」は一時休止していた時期もありますが、１９８６（昭和６１）年

に国道４号のバイパス開通とともに復活し、２０１５（平成２７）年で復活三十周

年を迎えました。 

この展覧会では、岩手町川口地区に伝わる郷土芸能や山車を写真や実

物資料を通じて展観します。 

【ホール展示】 

第１６回 岩手町埋蔵文化財展 

大森地区に栄えた先史・古代文化 
～どじの沢遺跡・黄金堂遺跡～ 

主催：岩手町教育委員会事務局 社会教育係                         《土面》 

TEL.０１９５-６２-２１１１（内線３４３）                           （どじの沢遺跡出土） 


